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2022年度䝯䝕ィア䝉䞁䝍䞊事業報告 

 
1. セキュリティ対⟇と危ᶵ⟶⌮ 

(1).OS やブラウザのサポートᮇ㝈、⬤弱性などへの対応として、ネットワークセキュ

リティに㛵するアップデート、サーバᶵ器やパソコン➼のアップデート対応を実

施した。 

(2).情報セキュリティリスクに対応する、ネットワークᶵ器・サーバインフラの改

修・᭦新を実施した。⥅⥆して、エンドポイントセキュリティの向上を┠ⓗとし

たㄆド基┙の改修や利⏝⪅支援を実施した。 

 

2. ⤌⧊㐠営の効⋡化に㈨する情報化推㐍とシステム整備 

(1).新たなシステム整備に㛵するᵓ想⟇定やタィを実施した。 

 

3. 教⫱◊✲ά動の㧗度化に㈨する情報化推㐍 

(1).ḟᮇ授ᴗ支援システムとして Canvas LMSを導入し、2022年度⛅学ᮇより一㒊の⛉

┠において先⾜㐠⏝を㛤始した。また、2023 年度からの全⛉┠での㐠⏝㛤始に向

けた‽備を⾜った。 

(2).オンライン・対㠃ミックス型授ᴗへの対応として、ᵝ々な授ᴗ㐠営へのサポートを

実施した。あわせて、公㛤ㅮ₇会などを含む各✀学内イベント対応も実施した。 

(3).教室マルチメディアᶵ器の改修を実施した。 

(4).ㄪᰝ・情報・⤫ィ技ἲのά⏝による教⫱◊✲ά動支援を┠ⓗとした、♫会情報教

⫱◊✲センターの㐠営を実施した。 

 

4. 㔜Ⅼ事ᴗ㸦情報戦␎の⟇定㸧 

(1).Canvas LMSの導入と eポートフォリオシステムの㛤Ⓨを㐍め、新たな教⫱ツール

などの᳨ドを実施した。 

 

5. 㐠⏝⟶⌮ 

(1).V-Campus基┙をはじめとした、各✀サービス・ᶵ器の㐠⏝⟶⌮を実施した。 

 

 


